
西川町産業振興複合施設整備　第 7回町民ワークショップ　まとめ



・施設の利用ルール（暫定案）についての点検する
・参加型のイベント企画についてアイデア出し

テーマ『施設のオープンに向けてみんなで考えよう！』

施設利用のイメージについてたくさんの
気づきや具体的なアイデアが挙げられました！

：令和 5年 12月 21 日（木）
：西川町民のみなさん（15名）
西川町役場職員（2名）

西川町役場第 2庁舎第 3・4会議室

　 19:00　開始　　　　　　　　　：※18：30 開場となります
～ 19:15　説明　　　　　　　　　：WS内容や今後の予定など
～ 20:00　グループワーク①　　　：施設の利用ルールについて
～ 20:45　グループワーク②　         ：参加型イベント企画について
～ 21:00　フリートーク　　　　　：全体で意見交換

設計チームよりWS内容の説明 前半は施設の利用イメージを出し合いました

後半は展示スタンド・樹木布の使い方アイデアを出し合いました テキスタイルデザイナーにも講師として参加頂きました
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施設の利用イメージについて

―



施設の利用ルールについて

利用ルール（暫定案） WSで挙げられた意見

●利用時間について
・屋外空間の 21時以降の使い方ルールは？

●町民利用について
・有料にしてある程度制限したほうが良い

・個室を高校生 3時間無料にしたらその他の利用者が必要なときに

　使えなくなるのでは？

●法人利用について
・法人登記や定期契約のキャパシティは何社（何人）くらい？

　（2Ｆはそんなに広くないので数に制限が必要では？）

●屋外空間について
・冬（積雪時）の外部の活用ルールをどうするか？

・外でキャンプしていいの？テントや BBQ道具は貸し出しあり？

●その他
・コーディネーター的な施設運営者が必要

・施設内でモノを販売するときのロイヤリティ設定（特にシェアキッチン）

・宿泊可能？

・ドリンクベンダー必須

・キャッシュレス決済可能にする

・シェアキッチンは曜日を決めてお店が展開

・不審者に対する危機管理はどうする？

・メンバー登録は有料化？

・年に一回程度貸切りにして有名人を呼ぶイベント開催



これからの課題

①場所を使い倒すための柔軟なルール設定

●屋外空間のイベント利用（出店・カウンター）

●BBQやキャンプといったアウトドア利用（火気使用・テント泊もOK?）

●ワークショップや企業研修などの貸切利用（一般利用との共存）

②町民のニーズが高いスペースの詳細な検討

●シェアキッチンの有効活用（営業許可の取得、調理器具の選定、プレイヤー集め）

●キッズコーナーの使い方（仕事や勉強している人との共存、親子イベントの企画）

●コインランドリーの使い方（順番待ちへの対応、利用時間の設定）

③町全体をつなげる “ハブ ” としての役割

●ヒトやコトをつなげる役割を担う存在が運営側に必要（ただの管理人ではNG）

●団体利用の受け入れには宿泊機能の充実が必須（あいべもあるが ....）

●持続可能な施設運営に向けた “稼ぎ方”（利用料金だけではない副次的な利益も追及）



プレイベントの企画について

西川の新しいアイコンとなる展示・販売スタンド

・テント＋テーブル＋椅子が１セットで統一感のあるもの（西山杉？）
・竹（竹の子林で間引きしたもの）を使う
・柳の枝で椅子を作る（背もたれ部分）
・竹や柳を使ったパーテーション
・折りたたんだ時のコンパクトさ重要
・流木を使用する
・西山杉を曲げ加工して丸いテントをつくる（天童木工とコラボ）
・蔓を椅子の座面に使えないか？
・自分だけの椅子を作るワークショップを開催
・酒のボトルを蔓でくるんでぶら下げる（ライトを仕込んで照明に）
・キャンプグッズとして販売？

・ハンモックの素材をオール西川で手作り
・移動式パーティションに使用
・壁紙、暖簾
・ふろしき（販売につながる）
・香りが良いのでストールにする
・サクランボ、紅さやか、クロモジの枝、こぶしの実、コクワを染料に
・ベスト、タペストリー、ランチョンマット、コースター、ナプキン
・カーテン、帽子、携帯ホルダー、ランプシェード、日傘、ネクタイ
・自然素材なのでアレルギー対応
・つる細工とコラボ
・ウェディングスーツ、ブーケをつくる

WSで出たアイデア

西川らしい素材・形を検討していきます！

検討モデル②検討モデル①

西山杉の樹木布でつくるファブリック製品

WSで出たアイデア

自然を身近に感じられるものをつくります！

樹木布 ヤマブドウ染め




